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＜ニュースリリース＞ 

＜日本農芸化学会 2015年度大会（2015年 3月 26日～29日）で発表予定＞ 

朝にトマトを摂ると機能性成分“リコピン”が 

効率的に吸収されることを確認 
  

 カゴメ株式会社（社長：寺田直行、本社：愛知県名古屋市）は、朝・昼・夜のうち、朝にトマトを摂っ

た場合に機能性成分“リコピン”が最も効率的に吸収されることを、ラットを使った試験で明らかに

しました。 

 

■本研究の目的 

体内での栄養成分の消化吸収や代謝には 1日のリズム（サーカディアンリズム）が存在し、栄養

成分を摂る時間帯によってその吸収効率が異なることがわかってきています。当社ではトマトに含

まれる抗酸化作用をもつ機能性成分“リコピン”に注目し、これまでに様々な健康機能を明らかに

してまいりました。本研究では、トマトを摂取する時間帯とリコピンの体内への吸収効率の関係に

ついて調査しました。 

 

■方法と結果 

ラットを、朝トマト群、昼トマト群、夜トマト群に分け、朝・昼・夜に 1匹あたりに 6gずつ、通常飼料

もしくはトマト含有飼料（トマトの凍結乾燥粉末を 10％含む飼料）を与えました（下図左）。この方法

で 4 週間飼育し、最終日にラットの血中リコピン濃度の推移を調べ、そこからリコピン吸収量の指

標として血中濃度曲線下面積（AUC）を算出しました。 

その結果、朝トマト群は、昼トマト群及び夜トマト群と比べて、リコピンの吸収量が多いことがわ

かりました（下図右）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜各群における飼料摂取方法＞ ＜リコピン吸収量の比較＞ 
※AUCの数値が大きいほど吸収量が多いことを示す。 

朝トマト群がリコピンの 

吸収量が最も多い 

“リコピン”について 
◆トマトの赤い色素成分で強い「抗酸化作用」 

をもつ機能性成分です。 

◆生活習慣病や老化の原因となる活性酸素を 

除去し、さまざまな機能が報告されています。 

＜まとめ＞ 

◆ トマトに含まれる機能性成分“リコピン”は朝に摂ると効率的に体内へ吸収されること 

がわかりました。 

◆ 本研究結果は日本農芸化学会 2015年度大会（2015年 3月 26日～29日）にて発表 

致します。 



 

＜研究概要＞ 

 

【背景と目的】 

体温や血圧の変化、睡眠などの生命現象には、1 日の中でのリズム（サーカディアンリズム）が

存在しています。体内での栄養成分の消化吸収や代謝にもサーカディアンリズムが存在し、栄養

成分を摂取する時間帯によってその吸収効率が異なることがわかってきています。 

当社ではトマトに含まれる抗酸化作用をもつ機能性成分“リコピン”に注目し、これまでに様々な

健康機能を明らかにしてまいりました。本研究では、トマトを摂取する時間帯とリコピンの体内への

吸収効率の関係について調査いたしました。 

 

【試験方法】 

ラットを、朝トマト群、昼トマト群、夜トマト群に分け、朝・昼・夜に 1匹あたりに 6gずつ、通常飼料

もしくはトマト含有飼料（トマトの凍結乾燥粉末を 10％含む飼料）を与えました（下図）。 

この方法で 4週間飼育した後、飼育最終日の 8:00、12:00、16:00、20:00、24:00に各群 5匹ずつ、

血中のリコピン濃度の推移を調べました。 
※ラットは夜行性のため 9:00～21:00は飼育室内の照明を消し、ラットが活動しやすい環境にしております。 

 

【結果】 

朝トマト群は昼トマト群、夜トマト群と比較して、トマト含有飼料摂取 3時間後の血中リコピン濃度

が高くなりました（図１）。また、リコピン吸収率の指標となる血中濃度曲線下面積（AUC）※を算出し

たところ、朝トマト群の AUCが最も大きくなりました（図２）。 

以上の結果より、朝にトマトを摂ることで、昼や夜にトマトを摂った時と比べて、リコピンが速やか

に体内に吸収され、リコピンの吸収量も増えることが分かりました。 
 

※血中濃度曲線下面積（AUC）は時間経過にともなう血中成分増加量の面積で、AUC の数値が大きいほどリコピンの吸収量が多いことを表す。 

 

 

図１．リコピン摂取後の吸収の推移 

平均値＋標準偏差、n =3- 5 

図２．曲線下面積（AUC）の比較 
※AUCは図１のグラフより算出 

※AUCの数値が大きいほど吸収量が多いことを示す 

 

朝トマト群は速やかに 

リコピンが吸収された 朝トマト群がリコピンの 
吸収量が最も多い 

＜各群における飼料摂取方法＞ 



 

 

 

【まとめ】 

今回の研究結果より、朝にトマトを摂ると、昼や夜にトマトを摂った時と比べて、リコピンが効率

的に体内に吸収されることを、ラットを使った試験で確認しました。 

今後は、ヒトでも同様の現象が起こるかを明らかにしてまいります。 

 

 

 

【参考】当社におけるリコピンに関する主な研究結果 

対象 機能 研究結果 

美容 

しみ（美白） メラニン生成抑制 

メラニンを生成する細胞にリコピンを添加したところ、生成される 

メラニン量が減少すること、さらにビタミン Eとの組合せでその効果

が高まることがわかった。 

しわ コラーゲン減少抑制 
コラーゲンを作る細胞を用いた評価で、リコピンは紫外線による 

コラーゲンの減少を抑えた。 

ｱﾚﾙｷﾞｰ 花粉症 自覚症状改善 

花粉症の自覚症状がある方にトマトジュース(190g)を毎日 1缶、 

12週間飲んで頂くことで、水っぱな、くしゃみ、目鼻のかゆみといっ

た花粉症自覚症状のアンケート結果が改善された。また、リコピン

カプセルを毎日 1粒、12週間摂って頂いた場合でも自覚症状の 

アンケート結果が改善された。 

骨疾患 骨粗鬆症 骨の破壊の抑制 

破骨細胞(骨を破壊させる働きを持つ細胞)の形成を誘導させた 

細胞にリコピンを添加したところ、破骨細胞の形成が抑えられた。

そのメカニズムの一つとして、破骨細胞の形成を誘導する因子

(RANKL)の発現を抑えることがわかった。 

不妊 男性不妊 
精子運動率改善 

炎症抑制 

男性不妊患者に、トマトジュースを 1日 1缶、3 ヶ月間飲み続けて

頂くことで、精漿中のリコピン濃度が増加した。また、精子運動率

および精巣での炎症の度合いを示す指標である精液中白血球数

の改善が認められた。 

 

 

 

 


